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島立小学校　稲刈りの様子
　島立小学校とＪＡ松本ハイランド青年部島立支部で
は、小学校田を設置しています。今年も５年生が、春
の代掻き、田植、水見当番、秋の稲刈りまでの作業を
体験し、稲作を勉強しました。

　農業の機械化が進み、子どもたちが農業に触れる機
会も減るなか、農業を次世代につなげるためにと始まっ
た小学校田での稲作体験ですが、これらの体験を通じ
て少しでも農業に興味を持ってもらえれば嬉しく思い
ます。

（島立地区農業委員　濵　博）

《主な内容》

●松本市農業施策に関する意見
　書について
●山辺のぶどう集荷所における
　市長視察・意見交換について
●がんばっています
●農地を売りたい・貸したい情報
●レインボーまつもと 21
● “ 現場の声 „
●よもやまばなし

検　索松本市農業委員会 で
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　松本市農業施策に関する意見書を、10 月 2 日に臥雲市長へ提出し、
11 月 13 日に開催された懇談会で意見交換を行いました。

　本年度は、新市政への初めての意見書として、農地と農業、そしてそこ
に暮らす人々の生活を守るという原点に立ちかえり、国土や中山間地域の
環境の維持・保全に果たす農業の役割と、産業としての農業の発展、この
２つの側面から、極めて根本的、原則的な事項について意見しました。
　予期せぬ災害と隣り合わせの昨今、２つの意見は、共通して危機管理の
重要性に通じ、持続可能な農業と農村の発展に資する内容です。

「松本市農業施策に関する意見書」を提出しました

「令和２年度 松本市農業施策に関する意見書」について

（中山間地向け） （担い手向け）

里山の整備と中山間地域の暮らしの安全
（国土や農山村の環境維持・保全のための農業支援）

収入保険の推進による経営安定化対策
（産業として農業支援）

【目的】
⃝中山間地域の暮らしを守り、安心して農業を継続で
きる環境を確保する
⃝古来より人手を加えながら維持してきた豊かな里山
環境を未来に引き継ぐ

【目的】
⃝担い手の農業経営安定化を支える
⃝担い手農家を手厚く支え、親元就農者の安定的な確
保と農業への新規参入者を呼び込む

【要望】
・山林枯損木の危険除去等の減災対策、とりわけ人家
周辺の斜面や沢筋の優先実施
・土砂災害等の防止と水資源の安定的な確保に向けた
森林間伐の推進
・広葉樹の積極的な植林による保水能力の高い健全な
山林への転換

【要望】
・農家負担保険料に対する補助制度の新設

防災・減災 遊休荒廃農地の縮小 セーフティーネット 新規就農者支援 親元就農支援

・生活基盤の安全確保
・防災意識の向上
・野生動物の出没抑制

・農地の安全確保
・農地の荒廃化を抑制
　し適正な管理へ

・安心して農業を営める市　・農家の生活安定
・地域の活性化　　　　　　・担い手の増加へ

持続可能な農業と農村の発展

危機管理（営農リスク・生活リスクの軽減）

里山の整備

収入保険制度に
対する加入支援
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里
山
辺
地
区

　
　
　
農
業
委
員　

中
川
　
敦
　

　
去
る
８
月
26
日
、
松
本
市
の
臥
雲
義
尚

市
長
が
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
山
辺
支
所

ぶ
ど
う
集
荷
所
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
松

本
市
農
業
委
員
会
で
は
昨
年
の
農
業
施
策

に
関
す
る
意
見
書
で
「
果
樹
産
地
の
再
構

築
に
向
け
た
支
援
」
を
要
望
し
て
お
り
、

こ
れ
を
機
に
山
辺
地
区
で
は
新
た
な
ぶ
ど

う
団
地
の
造
成
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
臥
雲
市
長
の
視
察

に
つ
い
て
も
「
ぶ
ど
う
集
荷
所
の
活
気
に

溢
れ
た
空
気
を
体
感
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
地
元
か
ら
の
熱
の
こ
も
っ
た
要
望
の
末
、

実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　
視
察
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
に
お

い
て
は
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
、
ぶ

ど
う
棚
の
改
修
費
用
へ
の
補
助
と
い
っ
た

山
辺
地
区
の
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
も

活
発
に
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
臥
雲
市

長
か
ら
も
「
前
を
向
い
た
農
業
施
策
を
で

き
る
だ
け
考
え
て
い
き
た
い
」
と
の
、
ご

発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
埼
玉
県
出
身
の
新
規
就
農
者
で
、

山
辺
で
ぶ
ど
う
を
作
り
始
め
て
16
年
に
な

り
ま
す
。
そ
の
経
験
か
ら
新
規
就
農
者
へ

の
各
種
支
援
の
重
要
さ
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
山
辺
地
区
内
で
も
農
家
世
帯
の
高
齢

化
は
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
先
、
次
な

る
担
い
手
の
確
保
が
最
優
先
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
た
新
規
就
農
者
と
圃
場
を
う
ま

く
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
進

ん
で
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

臥
雲
市
長
　山
辺
ぶ
ど
う
集
荷
所
視
察
・
意
見
交
換
会

臥
雲
市
長
　山
辺
ぶ
ど
う
集
荷
所
視
察
・
意
見
交
換
会

臥雲市長のぶどう集荷所視察の様子　～デラウエアの出荷風景～

　
地
元
農
業
者
と

　
　
活
発
な
意
見
交
換
が

　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た
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逆
境
を
バ
ネ
に

今
井
地
区
　
櫻
井
　
勇

　
私
は
、
梨
を
中
心
と
し
た
果
樹
農
家

を
営
ん
で
お
り
、
今
年
で
８
シ
ー
ズ
ン

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
執
筆
現
在
、
収

穫
真
っ
只
中
で
、
農
園
に
は
、
美
味
し

そ
う
な
梨
が
、
た
わ
わ
に
実
り
、
一
年

で
一
番
忙
し
い
け
れ
ど
、
一
番
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
！　
そ
ん

な
私
の
就
農
１
年
目
（
２
０
１
３
年
）

は
、
記
録
的
な
凍
霜
害・・・。
そ
し
て
、

翌
年
に
は
、
こ
れ
ま
た
歴
史
に
残
る
降

雹
被
害
と
、
大
変
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
農

業
を
開
始
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
規
格
外
の
梨
を
、
直
売
所
で
対

面
販
売
し
た
り
、
計
画
を
前
倒
し
し
て

始
め
た
ネ
ッ
ト
通
販
で
取
り
扱
っ
た
り

し
て
、
そ
の
苦
境
を
や
り
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
当
時
は
、
自
分
は
農

業
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
と
ま
で
思
い
悩
む
事
も
あ
り
ま
し

た
が
、 

い
ま
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
技

術
的
な
も
の
以
上
に
大
事
な
、 

精
神
的

な
強
さ
を
育
く
む
、
良
い
経
験
で
あ
っ

た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
何
か
と
苦
労
す
る
こ
と
に

は
事
欠
き
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
時
に
力
を

貸
し
て
く
れ
る
先
輩
方
や
同
世
代
の
仲
間

た
ち
が
、
こ
の
地
域
に
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
若
造
の
私
で
は
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
は
、
誰
か
の
、
ま
た
、
地
域

農
業
の
力
に
な
れ
る
よ
う
な
農
業
者
と
し

て
成
長
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
・
Ｓ　

一
緒
に
農
業
を
し
て
く

れ
る
奥
さ
ま
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
両

親
、
あ
り
が
と
う
。 

子
供
た
ち
、

父
ち
ゃ
ん
頑
張
る
ぞ
！

  

　

　
日
本
一
短
い
青
空
朝
市

　
　
並
柳
㊉
（
マ
ル
ジ
ュ
ウ
）
農
園
　

赤
羽
　
米
子

　
４
月
か
ら
12
月
迄
、
毎
週
土
曜
日
の

朝
９
時
30
分
開
催
の「
中
町
蔵
の
朝
市
」

に
参
加
し
て
20
年
、
昨
年
よ
り
農
家
の

代
表
と
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
を
取
り
な
が

ら
完
熟
桃
太
郎
ト
マ
ト
を
メ
イ
ン
に
販

売
し
て
い
ま
す
。
日
本
一
早
く
終
わ
る

朝
市
（
日
本
一
短
い
青
空
朝
市
）
と
し

て
最
近
テ
レ
ビ
・
新
聞
に
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
私
は
昭
和
47
年
に
セ
ル
リ
ー
の
専
業

農
家
に
嫁
ぎ
、
一
町
歩
の
畑
に
春
・
秋

二
作
、
と
て
も
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
の
に
、
今
で
は
直
売
所
と
ス
ー

パ
ー
の
地
場
産
コ
ー
ナ
ー
・
畑
で
の
野

菜
市
の
販
売
で
、
ト
マ
ト
の
赤
羽
さ
ん

で
と
お
っ
て
い
る
、
自
分
で
も
信
じ
ら

れ
な
い
今
日
で
す
。

　
私
の
住
む
並
柳
は
昭
和
60
年
に
市
街

化
区
域
に
編
入
さ
れ
、
そ
の
年
に
義
父

が
他
界
、
我
が
家
の
経
営
も
セ
ル
リ
ー

専
業
か
ら
不
動
産
賃
貸
と
の
兼
業
と
な

り
、
町
内
は
一
気
に
住
宅
街
へ
と
変
貌

し
ま
し
た
。
又
、
平
成
７
年
に
主
人
が

市
議
会
議
員
に
、
義
母
が
介
護
状
態
に

な
っ
た
の
で
、
セ
ル
リ
ー
栽
培
は
や
め

て
、
残
っ
て
い
る
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
の

栽
培
と
野
菜
市
を
始
め
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
県
認
定
の
農
村
生
活
マ
イ

ス
タ
ー
を
取
得
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
駅
前
お
か
み
さ
ん
会
の
野
菜

市
、「
城
の
町
農
商
連
携
21
」
で
中
町

蔵
の
朝
市
に
参
加
、
そ
の
後
農
業
委

員
、
Ｊ
Ａ
の
女
性
理
事
と
な
り
、
ア
ッ

プ
ル
ラ
ン
ド
の
コ
モ
庄
内
店
の
開
店
時

に
店
長
さ
ん
に
依
頼
さ
れ
、
仲
間
を
募

り
、
地
場
産
コ
ー
ナ
ー
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
を
信
じ
、
こ
れ

か
ら
も
主
人
と
２
人
「
半
分
楽
し
み
、

半
分
商
売
、
ま
た
健
康
の
た
め
」
と
新

鮮
・
安
全
・
安
価
を
モ
ッ
ト
ウ
に
税
金

の
高
い
市
街
化
区
域
の
農
地
を
守
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

本物の完熟トマト桃太郎は甘いよー

本物の完熟トマト桃太郎は甘いよー

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

がんばっています



松本市地区別下限面積
地区名 面積（㎡） 地区名 面積（㎡）

旧　市 3,000 入山辺 3,000

島　内 4,000 里山辺 3,000

中　山 3,000 今　井 5,000

島　立 4,000 内　田 4,000

新　村 5,000 本　郷 3,000

和　田 5,000 四　賀 3,000

神　林 4,000 安　曇 2,000

笹　賀 5,000 奈　川 3,000

芳　川 3,000 梓　川 5,000

寿 4,000 波　田 5,000

岡　田 3,000

松本市農業委員会だより 令和 2年 12 月（5）第 90 号

農地の売買・貸借には条件があります！

やめよう！　農地の違反転用！

　農地の売買・貸借などの権利移動にはいくつか条件があります。権利移動する前に確認してみましょう。

１  農地の売買をする場合
　買う人が次の条件をすべて満たしている必要があります。
　　⑴耕作面積＋買う農地の面積が地区の下限面積を超えている
　　⑵所有している農地、借りている農地をすべて耕作している
　　⑶農業を年間 150 日以上行っている

２  農地の貸借をする場合
　借りる人が次の条件をすべて満たしている必要があります。
　　⑴所有している農地、借りている農地をすべて耕作している
　　⑵事業に必要な農作業に常時従事する

３  売買・貸借の相談先
　以下の窓口にてご相談ください。
　・農業委員会事務局（本庁舎５階）
　・松本市役所農政課（本庁舎５階）
　・松本市役所西部農林課（市役所梓川支所内）
　・長野県農業開発公社（松本合同庁舎内）

４  注意事項
　・貸借中の農地を売る、他の人に貸す場合は、事前に貸借の解約手続きが必要な場合があります。
　・都市計画の市街化区域に該当する農地は、農業委員会事務局で売買、貸借の手続きができます。
　・農業者年金受給に伴う経営移譲や納税猶予を行っている場合、売買・貸借が制限されます。

１  農地転用とは？
　農地を農地以外にすることであり、許可申請や届出の手続きが必要です。

２  手続きをせずに無断で農地転用すると？
　・農地法違反となり、工事の中止や原状回復の命令がなされる場合があります。
　・農地に復元するには相当の費用と時間がかかります。
　・農業用施設を設置する場合にも手続きが必要ですので、設置の際はご相談ください。

農地の権利移動や転用に関するご相談は、農業委員会事務局へ
電話 34－3226
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地区 番号 大字 地番 地目 面積（㎡）売渡し 貸付け

島
内

1 島内 3299-1 畑 63 〇 〇
2 島内 1666-792 田 535 〇 〇

中
山

3 中山 3915 畑 274 〇
4 中山 2864-1 畑 878 〇

島
　
　
立

5 島立 4335 田 2,290 〇
6 島立 4962-1 田 356 〇
7 島立 3531-1 畑 363 〇
8 島立 3531-8 畑 1.84 〇
9 島立 5050 田 1,729 〇
10 島立 4897-1 田 714 〇
11 島立 3185 田 3,820 〇

新
村

12 新村 2436-3 田 496 〇
13 新村 2225-1 田 780 〇

和
　
田

14 和田 2935 田 2,043 〇 〇
15 和田 8062 田 2,989 〇
16 和田 8150 田 2,888 〇
17 和田 1464 田 1,366 〇
18 和田 87 田 3,016 〇

神
　
林

19 神林 151-2 田 2,990 〇
20 神林 5999-1 田 516 〇
21 神林 6981 田 3,454 〇
22 神林 4099-1 畑 456 〇
23 神林 4099-2 田 181 〇
24 神林 4099-イ 田 512 〇

芳
川

25 村井町南３丁目 1125-1 畑 152 〇
26 村井町南３丁目 1126-2 畑 267 〇

寿

27 寿豊丘 690-1 畑 965 〇
28 寿豊丘 688-1 畑 2,779 〇
29 寿豊丘 689-1 畑 3,001 〇
30 寿白瀬渕 1924-1 田 1,125 〇
31 寿白瀬渕 1924-2 畑 152 〇
32 寿白瀬渕 1924-3 畑 272 〇
33 寿豊丘 363-1 田 1,813 〇
34 寿北 5丁目 1116-1 畑 1,360 〇 〇
35 寿北 5丁目 1117-3 畑 850 〇 〇
36 寿北 5丁目 1117-4 畑 900 〇 〇
37 寿北 5丁目 1117-5 畑 923 〇 〇
38 寿北 5丁目 1117-6 畑 787 〇 〇
39 寿北 5丁目 1117-7 畑 1,072 〇 〇
40 寿北 5丁目 1117-8 畑 1,385 〇 〇
41 寿小赤 100 畑 3,120 〇
42 寿小赤 152 田 2,067 〇
43 寿豊丘 961-2 畑 542 〇
44 寿豊丘 965-2 畑 495 〇
45 寿豊丘 993-1 畑 775 〇 〇
46 寿豊丘 994-1 畑 641 〇 〇
47 寿小赤 2456 畑 471 〇

入
山
辺

48 入山辺 1629-1 畑 179 〇
49 入山辺 3192-2 田 621 〇
50 入山辺 3194-2 田 307 〇

里
山
辺

51 里山辺 4716-1 畑 792 〇
52 里山辺 4863-1 畑 577 〇 〇

地区 番号 大字 地番 地目 面積（㎡） 売渡し 貸付け

今
　
　
　
井

53 今井 8247 田 2,897 〇
54 今井 1162-1 畑 694 〇
55 今井 1162-3 畑 148 〇
56 今井 1163-1 畑 1,163 〇
57 今井 1164-2 畑 571 〇
58 今井 1164-3 畑 234 〇
59 今井 2979 田 1,548 〇 〇
60 今井 4971 畑 2,799 〇 〇
61 今井 5562-1 田 232 〇 〇
62 今井 5562-2 雑種地 769 〇 〇
63 今井 5563-1 雑種地 778 〇 〇
64 今井 5563-2 田 187 〇 〇
65 今井 6524 畑 3,244 〇 〇
66 今井 6557 畑 2,452 〇 〇
67 今井 6606 畑 2,497 〇 〇

内
田

68 内田 313 田 1,819 〇
69 内田 217-1 畑 392 〇

本郷 70 三才山 22 田 890 〇

四
　
　
　
賀

71 板場 88-1 田 1,365 〇
72 中川 1578-イ 畑 109 〇
73 中川 1582-3 畑 505 〇
74 中川 2103-1 畑 750 〇
75 中川 2103-4 畑 661 〇
76 中川 4832-イ 田 122 〇 〇
77 中川 4833-1 田 256 〇 〇
78 五常 6352 田 577 〇
79 五常 6858-1 田 1,099 〇
80 五常 6858-2 田 244 〇
81 五常 6858-8 田 242 〇
82 中川 8001 田 397 〇
83 中川 8004 田 799 〇
84 刈谷原町 940-1 田 295 〇

梓
　
川

85 梓川上野 2290 畑 1,389 〇
86 梓川上野 301-2 畑 835 〇
87 梓川梓 4719-2 畑 433 〇
88 梓川上野 1969-4 畑 1,691 〇
89 梓川梓 4822-2 畑 5,337 〇

奈
　
川

90 奈川 3490-1 畑 1,092 〇 〇
91 奈川 1796-1 田 399 〇 〇
92 奈川 1795-3 田 831 〇 〇
93 奈川 1748-3 畑 273 〇 〇

波
　
田

94 波田 403 田 1,486 〇 〇
95 波田 404-1 田 1,138 〇 〇
96 波田 10299-5 畑 134 〇
97 波田 2202 田 211 〇
98 波田 7837 田 3,035 〇
99 波田 9745-2 畑 417 〇
100 波田 9656-1 畑 769 〇

　　農業委員会では、農地の利用促進と遊休農地の解消を図る
　ため、売渡しや貸付けの希望がある農地の情報を公表してい
　ます。お気軽にお問い合わせください。

　なお、ここで紹介する情報は農地としての活用目的に限定されています。　　　【令和2年10月30日現在】

農地の場所は、全国農地ナビで確認できます。
（一部非対応です）https://www.alis-ac.jp
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今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
発
で
し

た
。

　
「
保
育
園
児
と
一
緒
に
畑
作
業
を
」
と
声

を
か
け
、
春
じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
か

ら
ス
タ
ー
ト
。

　
年
少
さ
ん
か
ら
年
長
さ
ん
ま
で
、
ひ
と
り

ひ
と
り
種
芋
を
持
っ
て
「
大
き
く
な
ー
れ
、

大
き
く
な
ー
れ
！
」
の
か
わ
い
ら
し
い
声
、

「
土
布
団
を
か
け
て
」
と
先
生
の
声
、
楽
し

く
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
さ
つ
ま
い
も
。
そ
し
て
、
春
植
え

た
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
。
固
く
な
っ
た
土

を
小
さ
な
手
で
一
生
懸
命
掘
り
、
た
く
さ

ん
の
じ
ゃ
が
い
も
が
コ
ン
テ
ナ
の
中
へ
。

　

園
児
と
元
気
に
土
と
虫
と
戯
れ
る
こ
と

が
で
き
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

花
壇
作
り
も
例
年
通
り
、
種
を

ま
き
、
き
れ
い
に
整
地
し
苗
を
植

え
、
生
き
生
き
と
咲
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
会
員
の

交
流
を
と
考
え
、
地
域
の
文
化
財

『
牛
伏
川
フ
ラ
ン
ス
式
階
段
工
』『
牛

伏
寺
詣
り
』
を
し
ま
し
た
。

　

お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
、
自
然
の

中
で
、
貴
重
で
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
作
り

に
も
挑
戦
し
、
出
来
上
が
り
が
楽

し
み
で
す
。

　

ま
ず
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
よ
う
」
と
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
内
田
地
区
会
長

中
島
　
智
寿
子

【作り方】
①　鍋に麹と醤油を入れて１時間以上 ( １日 ) 置く
②　唐辛子の種と芯を取り、フードプロセッサーにかける
③　①を火にかけ、沸騰したら砂糖を加え、20 分程度混ぜる
④　唐辛子を入れ、弱火で 30 分程度かき混ぜる
　　途中で泡が出てくるので、消えるまで続ける
⑤　みりん or 酒を加えたら 5 ～ 6 分かき混ぜる
　　混ぜているとなべ底が見えてくる
　　( 水分を飛ばすために最後は強火にしてもよい )
⑥　粗熱を取り、保存容器に入れる

レインボーまつもと21

【材料】225cc加工瓶 10本分

・福耳唐辛子
　（実を除く）　　　　　350g  
・麹	 　　　　　　　  350g  
・淡口（うすくち）醤油　900cc
・砂糖	　　　　　　　  500g 
・みりんor酒	 　　　　 50cc  

 
 

 

 

 

まつもと農村女性協議会は、全体・ブロックごと・地区ごとで様々な活動をしています。
今号では、新型コロナウイルス禍でも活動を行っている地区から、活動レポートを紹介します。

（まつもと農村女性協議会）

毎年地区の料理講座で作っている鉄板レシピを紹介‼

　マヨネーズと
合わせても
  GOOD♪

とっから味噌
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話
し
手
の
紹
介

　
三
村
　
徳
明 

さ
ん
（
38
）

　
　
　
　
　
あ
っ
き
ー
フ
ァ
ー
ム
代
表

〇
就
農
の
き
っ
か
け

事
務
局
　

　
前
職
は
家
具
職
人
だ
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
農
業
に
転
向
し
た
き
っ
か
け
は
何

で
し
ょ
う
か
。

三
村
さ
ん
（
以
下
、
三
村
）

　
家
具
職
人
と
し
て
８
年
ほ
ど
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
中
で
、

実
家
に
あ
る
農
地
を
活
か
し
た
い
と
思
い

就
農
し
ま
し
た
。「
カ
ッ
コ
イ
イ
農
業
」

を
し
た
い
と
思
っ
て
、
情
報
を
集
め
て
い

る
中
で
水
耕
栽
培
に
魅
力
を
感
じ
て
、
今

の
道
を
選
び
ま
し
た
。

事
務
局

　
水
耕
栽
培
は
ど
ち
ら
で
技
術
を
学
ん
だ

の
で
し
ょ
う
か
。

三
村

　
原
村
の
研
修
先
で
す
。
水
耕
栽
培
を
や

り
た
く
て
そ
こ
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、
人

気
が
あ
っ
て
倍
率
も
高
か
っ
た
ん
で
す
。

家
具
職
を
辞
め
た
後
、
１
年
ほ
ど
農
業
の

勉
強
を
し
た
の
で
、
知
識
が
あ
る
こ
と
と

熱
意
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

場
で
議
論
に
な
っ
て
し
ま
い
不
採
用
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
す
ぐ
に

採
用
の
連
絡
が
来
た
の
で
、
驚
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

事
務
局

　
現
在
の
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
を
育
て
る

シ
ス
テ
ム
に
も
、
研
修
先
で
出
会
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

三
村

　
実
は
、
私
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年

か
ら
、
サ
ラ
ダ
ほ
う
れ
ん
草
を
水
耕
栽
培

で
作
り
始
め
た
ん
で
す
。
農
業
の
知
識
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
の
で
、
い
き
な

り
す
べ
て
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
然
、
失

敗
も
あ
り
ま
し
た
し
、
厳
し
い
指
導
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
失
敗
も
含

め
て
す
べ
て
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

今
の
農
業
に
役
立
つ
、
と
て
も
良
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

事
務
局

　
研
修
先
か
ら
独
立
す
る
時
、
苦
労
は
あ

り
ま
し
た
か
。

三
村

　
独
立
し
よ
う
と
し
た
時
、
研
修
先
に
引

き
留
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
巣

立
ち
ま
し
た
。
こ
の
水
耕
栽
培
の
シ
ス
テ

ム
に
は
８
千
万
円
程
の
初
期
投
資
が
必
要

に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
方
法
に
自
信
が

あ
っ
た
の
で
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
行
政
を
は
じ
め
、
周
囲
の
理
解
が

な
か
な
か
得
ら
れ
ず
、
資
金
調
達
は
難
航

し
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
も
、親
身
に
な
っ

て
話
を
聞
い
て
く
れ
た
銀
行
の
方
や
、
営

農
に
必
要
な
水
を
確
保
す
る
た
め
水
道
敷

設
に
協
力
し
て
く
れ
た
設
備
屋
さ
ん
な
ど
、

多
く
の
方
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
て
、
無
事
に
営
農
に
漕
ぎ
つ
け
ま

し
た
。

事
務
局

　
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ

て
、
今
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

三
村

　
令
和
２
年
の
６
月
で
就
農
７

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
本
当
に

多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
で
は
少
し
ず
つ
信

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
力
を

貸
し
て
く
れ
た
方
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

〇
こ
れ
か
ら
の
農
業

事
務
局

　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
農
業
を
し
て
い
き

た
い
で
す
か
。

三
村

　
今
思
う
の
は
、
お
客
さ
ま
の
声
を
直
接

聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
直
接
お
客

さ
ま
と
や
り
取
り
を
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
し
た
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
良
く

も
悪
く
も
色
々
な
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
が
励
み
に
も
改
善
に
も

つ
な
が
る
の
で
、
す
べ
て
活
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
あ
と
、
施
設
栽
培
は
孤
独
な

作
業
が
多
い
の
で
、
人
と
触
れ
合
え
る
よ

う
な
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

〝
現
場
の
声
〞
〜
農
業
へ
の
転
身
〜

　後
編
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
経
済
対
策
の
一

環
と
し
て
家
賃
支
援
給
付
金
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
要
件
を
満
た
せ
ば
農
地
の
賃
料
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
次
の
⑴
～
⑶
の
全
て
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

⑴　
資
本
金
10
億
円
未
満
の
中
堅
企
業
、
中
小
企
業
、

　
　
小
規
模
事
業
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含
む
個
人
事

　
　
業
者

⑵　
５
月
～
12
月
の
売
上
高
に
つ
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
　
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ
り

　
ア　
１
ヵ
月
で
前
年
同
月
比
▲
50
％
以
上
ま
た
は
、

　
イ　
連
続
す
る
３
ヵ
月
の
合
計
で
前
年
同
期
比

　
　
　
▲
30
％
以
上

⑶　
自
ら
の
事
業
の
た
め
に
占
有
す
る
土
地
・
建
物
の

　
　
賃
料
を
支
払
い

　
な
お
、
家
賃
支
援
給
付
金
の
申
請
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

か
ら
電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
不
明
点
等
が
あ
れ
ば
家
賃
支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（0120-653-930

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　野焼きは農業に伴う畦焼き・伐採した枝の焼
却等やむをえない時だけは例外となりますが、
法律で原則禁止とされています。
　焼却以外の方法で処分を行うか、やむをえず
焼却する場合も木や葉を乾燥させ、風向き、時
間帯に注意し短時間で終わらせましょう。
苦情が出てしまった時点で違反になります！

《焼却以外の処分方法の例》
〇稲わらは腐熟促進剤を散布してからすき込ん
　で土づくりに活用
〇剪定枝は破砕機等を使いチップ化し活用
〇可燃ごみとして出すか、リサイクル業者へ搬入

野焼きは原則禁止です！
１農地の管理
・人が食べない柿など果実類は、農地に放置しない
・落穂やキャベツの外葉などは、耕起して埋める
・放棄している果樹園は伐採するなど環境整備する
２集落環境の整備
・集落の柿や栗などはすべて収穫する。収穫しない　
　場合は木の伐採も検討する
・獣の隠れる場所を、刈り払って見通しを良くする
・廃屋や土蔵などの屋根裏は、獣のねぐらにならない
　よう、定期的に点検する
・生ごみは屋外に放置しない　　
・お墓などへのお供え物は持ち帰る
・餌付けをしない

松
本
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

締
め
切
り
迫
る
！ 

令
和
３
年
１
月
15
日
ま
で
！！

家
賃
支
援
給
付
金

有害鳥獣が出没しにくい
環境づくりに努めましょう

◆◇◆◇ 農業者年金に加入しませんか？◆◇◆◇
農業者年金のポイント‼

詳しくは農業委員会事務局（電話 34-3226）か最寄りのＪＡへお問合せください。

①農業者の方なら広く
　加入できる

②積立方式・確定拠出型
　で少子高齢時代に強い

③保険料の額（月額
　2万円～６万７千円）　
　は自由に決められる

④終身年金。80歳前に
　亡くなられた場合は、
　死亡一時金がある

⑤税制面の優遇措置が
　ある

⑥一定の要件を満たす
　農業者には保険料の
　国庫補助がある
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よ
も
や
ま
ば
な
し

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
さ
ま
ざ
ま
な
会
議

が
書
面
で
の
開
催
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
会
議
の
開
催
方
法

に
つ
い
て
も
頭
の
痛
い
問
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
笹
賀
の
上

小
俣
地
区
で
の
「
農
地
保
全
組

合
」
の
会
議
も
漏
れ
な
く
書
面

で
の
開
催
と
な
り
、
次
回
の
総

会
も
書
面
で
の
開
催
を
検
討
し

て
お
り
、
早
期
の
終
息
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

価
値
の
あ
る
情
報
を
み
な
さ
ま

に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
笹
賀
地
区
農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　
岩
垂　
治

【
情
報
・
研
修
委
員
】

　
　
委
員
長　
窪
田　
英
明

　
　
副
委
員
長　
金
子　
文
彦

　
委　
　
員　
竹
島　
敏
博

　
　
〃　
　
河
西　
穂
高

　
　
　
　
〃　
　
岩
垂　
　
治

　
　
　
　
〃　
　
長
谷
川
直
史

　
　
　
　
〃　
　
濵　
　
　
博

〃　
　
橋
本　
実
嗣

　
　
　
　
〃　
　
塩
野
﨑
道
子

　
　
　
　
〃　
　
堀
口　
　
崇

長野県農業開発公社では、農地の貸借・売買を通じて農地の有効活用を図っています。長野県農業開発公社では、農地の貸借・売買を通じて農地の有効活用を図っています。
対象となる農地は農業振興地域内の農地になります。対象となる農地は農業振興地域内の農地になります。

　《 貸し借りで活かす！ 》
◆農地の貸し借りを通じて担い手への農地集積と集約化を推

進し、農地の有効利用や農業経営の効率化を図る事業です。
◆農地の出し手と受け手を営利を目的としない公的機関「農

地中間管理機構」が仲介するので、安心して農地の貸し借
りができます。

　《 売買で活かす！ 》
◆農地を売りたい・買いたいあなたを公社が

支援します。
◆公社を活用した売買は、税制の特例が受け

られる、農地売買に関する手続きを支援し
てもらえる等のメリットがあります。

住所　松本市島立 1020（松本合同庁舎 5階）
電話　47-7800（内線 2827）長野県農業開発公社松本事業所まずは

ご相談ください！

長野県農業開発公社から
お知らせです！ お持ちの農地を活用してみませんか？

　
　
　
　
　
　
　

寿
地
区
農
業
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

河
西
　
穂
高

　
消
失
せ
る
天
下
の
名
水

　

寿
地
区
瀬
黒
の
日
吉
神
社
前
に

は
、
か
つ
て
「
倉
沢
の
井
戸
」
と
い

う
有
名
な
井
戸
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
水
は
素
晴
ら
し
く
、
天
下
の
名
水

と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
の
水
質
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
こ
の
井
戸

は
現
存
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ

ど
の
水
、
ぜ
ひ
と
も
飲
ん
で
み
た

か
っ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
日
吉
神
社
後
背
に
聳
え
る

瀬
黒
山
の
水
源
地
に
は
「
竜
神
池
」

が
今
も
な
お
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん

で
い
ま
す
。
盛
夏
の
渇
水
期
に
お
い

て
も
決
し
て
枯
れ
る
こ
と
が
な
い
不

思
議
な
池
で
す
。
そ
の
た
め
古
来
、

日
照
り
が
続
く
と
周
辺
の
村
々
は
こ

の
池
に
来
て
雨
乞
い
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
付
近
の
居
館
跡
に
は

防
塁
と
し
て
石
積
み
が
残
っ
て
い

て
、
山
が
砦
と
し
て
の
機
能
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
は
こ
れ
ら
の
場
所
に
訪

れ
る
ひ
と
は
少
な
く
、
道
も
不
明
瞭

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
大
断
層
が
あ
る
と
こ
ろ
名
水
あ

り
」
私
は
各
地
の
山
岳
、
そ
し
て
名

水
と
呼
ば
れ
る
湧
水
を
訪
ね
歩
い
た

経
験
か
ら
、
断
層
と
名
水
に
は
関
連

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
有

数
の
活
断
層
で
あ
る
牛
伏
寺
断
層
。

そ
の
直
上
に
あ
た
る
竜
神
池
の
地
下

に
お
い
て
、
活
発
な
地
殻
運
動
が
名

水
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
恐
ろ
し
い
災
害
を
も
た
ら
す
存
在

に
も
、
同
時
に
恵
み
も
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

◀
寿
地
区
瀬
黒
の
日
吉
神
社




